




































Medical History in Saku Area through Meiji to Early Showa Era
































































































































































































































































































































































































































































































年号 西暦 年齢 主な出来事
 明治 15　　 1882  0 岩村田に生まれる
  32 1899 17 東京中学校卒業、小学校で教職に就く
  34 1901 19 1 月から岩村田小学校勤務
  37 1904 22 日露戦争勃発
 　  38．6． 1905 23 陸軍看護学卒業　補充兵陸軍砲兵二等卒
 　  39．5． 1906 24 陸軍看護手 37・8 年の日露戦争従軍記章授与
 　  39．8．   私立東京医学校にて夏期講習修了（7/30～8/25）
 　  39．9．   日本医学校第 3回夏期講習第一学科修了
  40 1907 25 明治 40－43 年野沢小学校勤務
  41 1908 26 斐子の祖父 純庵死去（80 歳）
  44 1911 29 日本医学校第 8回夏期講習会第一学科修了
 大正元年 1912 30 日本医学専門学校入学
   2 1913 31 小林斐子と結婚
   3 1914 32 東京済生医学講習会卒業（実地臨床科を修了し卒業試
   4 1915 33 医術開業後期試験合格
   5 1916 34 東京府の命で三宅島伊ヶ谷村に赴任、開業
   7 1918 36 第１次世界大戦終了
   9 1920 38 （現在の長野県佐久市）中込に開業
  12 1923 41 母 たね死去（71 歳）　関東大震災
  14 1925 43 中込町会議員  父 庄治死去（80 歳）
 昭和 14－19   内山村出張診療所で週に 1回診療
  27 1952 71 脳卒中で死去
    験に合格）
    医術開業後期学説試験に合格
    第 1 次世界大戦勃発
    小林斐子の父 豊斉死去（31 歳）
    医術開業前期試験合格
    日本医学校第 9回夏期講習会第二学科修了
    日本医学専門学校を中途退学
